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※○は会派代表者。　　※市議会では会派制をとり議会活動を行っています。なお、所属議員３人以上の会派を、議会運営委員の選出などができる交渉会派としています。

● 議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています ●
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意
見
書

　公共工事の入札が成立しない「入札不調」

が増加している。受注競争の激化に伴うダ

ンピング受注や下請へのしわ寄せによって労

働者の処遇は悪化し、建設業では深刻な人

材不足が発生しているが、震災復興の加速や

今後の防災・減災対策のためにも、公共工

事の円滑な入札に対する取り組みは急務とい

える。よって、政府におかれては、入札不調

を解消するため、下記の環境整備を早急に

進めるよう強く求める。

１．地元貢献に対する加点評価等、多様な

入札契約方式を導入すること。

２．ダンピング対策を徹底すること。

３．賃上げ状況の調査、社会保険の加入促進、

若年者等の確保・育成に取り組む業者に

対し加点評価を行うこと。

議会運営委員会の委員構成

　議会運営委員会の委員構成に変更
がありました。委員会の委員構成は
以下のとおりです。（敬称略）

委 員 長　 稲葉　健二
副委員長　 湯浅　止子
委　　員
石原よしのり　　 西村　　敦
佐藤　幸則　　 青山　博一
桜井　雅人　　 宮本　　均
田中幸太郎　　 荒木　詩郎
松永　修巳

　（平成 25 年 12 月９日現在）

議会改革検討協議会の委員構成

　議会改革検討協議会の委員構成に
変更がありました。協議会の委員構
成は以下のとおりです。（敬称略）

座 　 長　 金子　　正
副 座 長　 中山　幸紀
委 　 員
石原よしのり　　 浅野　さち
石崎ひでゆき　　 青山　博一
桜井　雅人　　 秋本のり子
荒木　詩郎　　 稲葉　健二
松葉　雅浩　　 鈴木　啓一

（平成 25 年 12 月 13 日現在）
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○市長提出

議　案第 30 号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

31 号
市長等の給料及び地域手当並びに教育長の給料及び地域手当並びに
管理職員の給料の特例に関する条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

32 号 市川市一般職員の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ × ○ ○ △ ○ ○ ○ 可　決

33 号 市川市職員退職手当支給条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

34 号
使用料等の消費税等相当額の加算に伴う関係条例の整備に関する条
例の制定について

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

35 号 市川市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

36 号 平成 25 年度市川市一般会計補正予算（第 3号） ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ × ○ 可　決

37 号 平成 25 年度市川市下水道事業特別会計補正予算（第 2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

38 号 平成 25 年度市川市病院事業会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

39 号
都市計画道路 3・4・18 号道路築造工事第 5 － 1 工区請負契約につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

40 号 土地の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可　決

41 号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

42 号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

43 号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

44 号 損害賠償請求事件の和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○議員提出

発　議第 29 号
平成 32 年東京オリンピック・パラリンピック開催に伴う練習場誘
致に関する決議について

○ △ ○ × ○ △ △ ○ ○ ○ 可　決

30 号
容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するため
の法律の制定を求める意見書の提出について

× × × ○ × ○ ○ ○ × × 否　決

31 号
地方自治体が行う放射性物質対策に財政的支援策を求める意見書の
提出について

× × × ○ × ○ ○ ○ ○ × 否　決

32 号 特定秘密保護法の廃止を求める意見書の提出について × × × ○ × × ○ ○ × × 否　決

33 号
辺野古沖移設を強引に推し進める政府に対して激しく抗議し、普天
間基地の県内移設断念と早期閉鎖・撤去を求める意見書の提出につ
いて

× × × ○ × × △ ○ × × 否　決

34 号 健全な財政運営に関する決議について × △ × × × △ ○ △ ○ × 否　決

35 号
サービス削減・費用負担増の介護保険制度の改正案の中止を求める
意見書の提出について

× × × ○ × × △ ○ × × 否　決

36 号
難病医療費負担増となる制度改正をやめるよう求める意見書の提出
について

× × × ○ × × × ○ × × 否　決

37 号
国家安全保障会議（日本版ＮＳＣ）設置法案の廃案を求める意見書
の提出について

× × × ○ × × △ ○ × × 否　決

38 号
介護保険制度における新たな地域支援事業の導入に係る意見書の提
出について

○ ○ ○ × ○ ○ △ × ○ ○ 可　決

39 号 企業減税等から確実な賃金引き上げを求める意見書の提出について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ 可　決

40 号
公共工事の入札不調を解消する環境整備を求める意見書の提出につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決

※出席した会派の議員全員が、賛成：○、反対：×、出席した会派の議員の一部が賛成・一部が反対：△
※議員別の賛否は市川市議会のホームページに掲載しています。
※地方自治法第 117 条により、議案第 40 号については３名の議員が議事に参与していません。
※無所属・市民＝無所属の会・市民ネット

○平成 26 年定例会開会予定日○

２月定例会 ２月17日(月)

６月定例会 ６月６日(金)

９月定例会 ９月５日(金)

12月定例会 11月28日(金)
※上記は予定であり、事情により変更
される場合があります。


